
令和４年４月25日 

総務企画部生涯学習課 

IBARAKIドリーム・パス事業について 

 
１ 趣旨・目的 

社会の変化のスピードが激しく将来の予測が困難なこれからの時代において、子どもたちがた

くましく生き抜くためには、高い創造意欲をもって新しいことに挑戦し、社会をより良く変革し

ていく力、アントレプレナーシップ（起業家精神）が求められる。 

そのため、県では、令和元年度から自分の夢実現や地域課題の解決に向けた企画立案・実践活 

動をとおして、高校生等のアントレプレナーシップの育成に取り組む標記事業を実施している。 
 
 

２ 今年度の変更点 

○ 企画提案のカテゴリーを設定  ※複数のカテゴリーでの応募可  

まちづくり、教育、観光、環境、食、農業、海洋、防災、医療、健康、福祉、アプリ、 

エネルギー、経済、交通、ロボット、ものづくり、商品開発 等 

  ※令和３年度までは、「地域課題解決型」、「開発型」の２部門 

  

○ 応募期間の見直し 

(Ⅰ) 令和４年２月14日（月）から５月13日（金）＜新規に設定＞ 

(Ⅱ) 令和４年５月16日（月）から８月26日（金）＜従来の応募期間を延長＞ 

    ※令和３年度は、令和３年５月17日（月）から７月16日（金） 

 

○ スタートアップチャレンジ講座の拡充 

教員を対象とした講座（説明会）を新たに実施 
 
 
３ 令和４年度のスケジュール

日程（予定） イベント及び内容等 内容等 

５月下旬～ 
スタートアップチャレンジ講座 

＜拡充＞ 

・企画提案書作成ワークショップ 

・若手起業家による講演 等 

・教員を対象とした講座＜新規＞ 

９月～10月 企画提案の審査 
・一次審査（書類選考） 

・二次審査（面談）16チーム選出 

10月16日(日) STEP1  実践活動事前ガイダンス 
・活動資金上限10万円を提供 

・企画をもとに実践 

11月27日(日) STEP2  企画ブラッシュアップ 
・実践活動の進捗状況を発表 

・意見交換をとおし、企画の再構築 

令和５年 

１月15日(日) 
STEP3  中間報告会 ・プレゼン大会に向けてリスタート 

２月18日(土) 
第４回プレゼンテーション大会 

IBARAKIドリーム★パスAWARD 

・プレゼンテーション 

・企業や市町村行政等とのマッチング 

３月 ステップアップチャレンジ 
・実際のビジネスの現場や大学等へ招 

待し、継続活動支援 

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響を鑑み、状況に応じて、オンラインを活用して開催する。 



主催：茨城県教育委員会【問合せ先】茨城県教育庁総務企画部生涯学習課 TEL(029)301-5318

企画提案募集

8/26/金
17：00まで



●STEP１ 実践活動事前ガイダンス
・ 実践活動スタート
・ 活動資金上限10万円

●STEP２ 企画ブラッシュアップ
・ 実践活動報告、意見交換
・ 企画内容を再構築

●STEP３ 中間報告会
・ 実践活動の進捗状況を発表
・ プレゼン大会に向けてリスタート！

第4回 プレゼンテーション大会

・実践活動の集大成をプレゼン！
・ポスターセッション

IBARAKIドリーム・パス応募要項

自分の夢実現や地域の課題を見つけ、その課題
を解決するための企画を募集します。

１ 募集する企画提案（複数の組み合わせ可）
まちづくり、教育、観光、環境、農業、海洋、防災、

医療、食、健康、福祉、アプリ、エネルギー、経済、

交通、ロボット、ものづくり、商品開発、その他

２ 審査方法及び審査のポイント
・審査方法：一次審査（書類審査）令和４年９月22日(木)

二次審査（面談審査）令和４年10月２日(日) 

・審査基準：主体性、協働性、探究性、アイディアの

独自性、将来性 等

３ 応募方法及び応募期間
・提出書類：エントリーシート(様式第1号) 、企画提案

書(様式第2号)、チームの名簿(様式第3号)

・応募方法：郵送またはE-mail

※様式は「IBARAKIドリーム・パス事業」

で検索し、ダウンロードしてください。

・応募期間：令和4年5月16日(月)から8月26日(金)

17：00まで（郵送は必着）

・提 出 先：茨城県教育庁総務企画部生涯学習課振興

〒310－8588 茨城県水戸市笠原町978番６

E-mail：shogaku1@pref.ibaraki.lg.jp

※プレゼンテーション大会の様子は、ライブ配信する予定です。

※詳しくは 茨城県教育委員会 生涯学習課 で検索IBARAKIドリーム・パス

○ みなさんの「やってみたい」に挑戦してみ
ませんか？不安があっても大丈夫！コーチや
企業の方々からの協力や他チームとの交流の
中で自分の考えをより深めることができます。
私は、この活動をとおして、課題解決だけで
はなく、自分に自信を持つことができるよう
になりました。（R3参加者:高校2年）

○ クラスも部活動も違う私たちは、地域の課
題を解決したいという共通の思いからドリー
ム・パスに参加を決めました。企業や商工会
議所、大学関係者など様々な人に出会い、協
力をしていただき、自分たちの思いを形にす
ることができました。学校生活だけでは体験
できないことを学び、大人の人たちとたくさ
ん関われたことは、私たちの宝物になりまし
た。（R3参加者:高校２年）

●企画提案審査会
・一次審査（書類審査）
・二次審査（面談審査）

IBARAKIドリーム★パスAWARD

●（希望者向け）

スタートアップチャレンジ講座
・企画提案書の作成をサポート
・若手起業家の講演会など

●企画提案書応募
・ 最終締め切り８/26(金)17時

R３プレゼン
動画

10/16(日)

11/27(日)

１/15(日)

２/18(土)

９/22(木)
10/２(日)


